



































２） ブレイエの（E. Bréhier）「ルソーのマルブランシュ派的な読書」（1938），ライリーの（P. Riley）『ル
ソー以前の一般意志』（1986）（出典の詳細は，本論の展開の中で記入するつもりである）などが有名で
あるが，さらに一般的・全体的な拡がりにおいて探求した著作として，ロディス =レヴィス（Rodis-
Lewis）の『ニコラ・マルブランシュ』（Nicolas Malebranche, P. U. F., 1963），アルキエ（F. Alquié）の





































志』（La volonté selon Malebranche, Vrin, 1958）があるが，残念ながら今回は利用できていない。
３） この「逆転」あるいは「転倒」については，本稿・脚注30を参照のこと。
４） Émile Bréhier, “Les lectures malebranchistes de Jean-Jacques Rousseau”, 1938, Revue internatinale de 

































６） Cf., P. Riley, The general will before Rousseau, Princeton university press, 1986. 著者ライリーは，パウロ
やアウグスティヌスから始めて，その思想的関連を探索している。もちろん，パスカル以降，特にマル
ブランシュとその周辺とが，論の中心をなすのだが……。
７） Cf., B, Lamy, Entretiens sur les sciences, 1684; Vrin, 1966.
８） ルソー（Jean-Jacques Rousseau）『告白上』（岩波文庫，1965年）第６巻，p. 331; Les Confessions, 
Œuvres complètes I（以下，O.C.と略記），Gallimard (Pléiade), 1959, p. 232. 訳文は，特に指摘がない限り，
文庫版の文章をそのまま借用している。
９） 同書，p. 338; Ibid., p. 237. ちなみに，その「はるかにすぐれた方法」とは，ある著者の本を読む時に
は，自分の考えや他の著者の思想を持ち込んだり比較したりしない，という方法である。まずは，当の
著者の言うことを虚心坦懐に聞き取り，細部まで正確に理解しようとする方法，批判はその次の段階








































12） ルソー『社会契約論』（中公クラシックス，2005年）II‒2, p. 238 ; Du Contrat socoal, O.C. III, Gallimard 
(Pléiade), 1964, p. 369.
13） 同書，II‒1, p. 236; Ibid., p. 368.




































15） 同書，II‒3. p.241; Ibid., p. 371.




















































































































24） Cf., Rodis-Lewis, op. cit., p. 14.その当時，「ポール・ロワイヤルのグループとの関係は素晴らしかった」
とロディス=レヴィスは評している。詳しくは，Malebranche, O.C. V, pp. XXII‒XXVを参照されたい。
25） 『真理探究』の公刊に際しては，アルノーは，いち早くこれを「激賞し」，この作品の存在を世に知
らしめた一人でもあった」（Cf., Malebranche, O.C. V, p. XXII）のは事実である。ロディス=レヴィスは，
この著作にアルノーが「魅惑された」（charmé）と述べていた事実を紹介している。Cf., Rodis-Lewis, 




































れないのである。詳しくは O.C. V, pp XXII‒XXXIを参照されたい。





たいと願う向きには，G. Lewis, “L’intervention de Nicole dans la polémique entre Arnauld et Malebranche, 









































ンシュ』，p. 14; Alquié, op. cit., p. 11）。この「選集」（原典からの抜粋・引用）部分では，こうしたコメ
ントに対応する原典として，ルソーの『社会契約論』も参照され，引用されている。
31） Riley, op. cit., p. 10； アルノー全集15‒16巻； Œuvres de Messire Antoine Arnauld, Brussels, 1967, vol. 15‒
16, pp. 184‒85からの引用である。
32） Riley, op. cit., p. 9.



































36） Riley, op. cit., pp. 10‒11.
37） Ibid., p. 12.
38） Ibid., p. 14.「一般意志と特殊意志との概念を案出したのは，明らかにアントワヌ・アルノーであった
が……」とライリーは明言した後，パスカルへと話題を転じている。






































41） Ibid., pp. 16‒17. パスカルの恩寵論からの出典を明記すれば，『恩寵文書』（Écrits sur la Grâce）の第一
文書，手許にあるフラマリヨン版（A. Clair校訂，De l’esprt géométrique, 1985）で言えば，その p. 123
からの引用である。
42） Riley, op. cit., pp. 17‒18.
43） Ibid., p. 17.この箇所でライリーは，「『パンセ』の中で，パスカルは……際立ったやり方で，〈特殊意
志〉の観念を使用している」と記述している。
